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原油反落　原油需要への懸念広がる

7日のニューヨーク・マーカンタイル取引所（NYMEX）で原油先物相場は大幅に反落した。WTI（ウエス

ト・テキサス・インターミディエート）で期近の12月物は前日比3.45ドル（4.3%）安の1バレル77.37ドル

で取引を終えた。一時は77.17ドルと、期近物としては7月下旬以来の安値を付けた。7日発表の中国の10

月の貿易収支で輸出が予想以上に鈍った。原油需要が細るとの懸念から売りが出た。

中国の10月の貿易統計では輸出入の収支が565億3000万ドルの黒字と、ダウ・ジョーンズ通信がまとめた

市場予想（823億3000万ドルの黒字）に届かなかった。輸出は前年同月比6.4%減と市場予想（3.5%減）以

上に減速した。輸入は3.0%増と市場予想（4.8%減）に反して増加したものの、中国経済の回復に時間がか

かっているとの受け止めが広がり、原油先物相場の重荷となった。

米エネルギー情報局（EIA）が7日公表した短期エネルギー見通しで、2023年の米国内の石油消費量が増加

を見込んでいた従来予想に反して減少すると示した。原油需給が緩むとの懸念が広がった。

外国為替市場でドルが円など主要通貨に対し上昇し、ドル建てで取引される原油先物の割高感が意識され

た面もあった。
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ガソリン補助金、小売価格抑制に疑問

石油元売り会社へのガソリン補助金を巡り「支給に相当する額が小売価格に反映されていない可能性があ

る」とする調査結果を会計検査院が7日公表した。同補助金は卸価格を下げて小売価格を抑える狙いで始

まったが、効果に疑問を呈する形になった。

検査院は全国のガソリンスタンド700カ所を抽出し、補助金の開始前後でのレギュラーガソリンの小売価

格と卸売価格の差を調べた。

事業開始前（2021年4月～22年1月）の価格差は平均1リットルあたり17.8円だった。開始後（22年2月～

23年3月）は同19.4円で1.6円広がった。価格差が拡大したスタンドが7割の486カ所を占め、縮小は112カ

所、変化無しが102カ所だった。

22年2月～23年3月に交付された補助金額と、ガソリン販売数量などから推計した価格抑制額も比較した。

抑制額（1兆2671億円）は交付額（1兆2773億円）を約101億円下回った。

政府は年末で終了予定だったガソリンなどの燃料の価格上昇を抑える補助金を4月末まで延長する方針だ。

本来はエネルギー価格が上がれば消費者が節約して需給バランスを保つが、政府の補助政策で節約が進ま

ず市場原理をゆがめるとの指摘がある。

22年1月に補助が始まって以降、ガソリンの国内販売量が22年度に7年ぶりに前年度を上回るなど脱炭素に

逆行する状況も出ている。政府が50年に温暖化ガス排出量を実質ゼロにする目標を掲げるなか、補助の長

期化でマイナスの影響が働きかねない。

一律支援は財政負担も大きい。政府はガソリンなどの補助に6兆円規模の予算を措置済みで、延長でさらに

膨らむ可能性がある。円安進行や原油高騰が止まぬなか、低所得者など支援を本当に必要とする対象に絞

り込む視点も欠かせない。
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中国、輸出停滞が長期化　7年ぶり6カ月連続減少

中国の輸出停滞が長引いている。中国税関総署が7日発表した10月の輸出（ドル換算）は前年同月を6.4%

下回った。6カ月連続の減少で7年ぶりの長さとなった。輸入が資源調達の拡大などで8カ月ぶりの増加に

転じたため、輸出から輸入を差し引いた貿易黒字は3割の大幅減となった。

輸出の減少幅は9月の6.2%から広がった。最大の輸出先である米国向けは前年同月より8%少なかった。米

国が中国製品への依存度を下げており、1年3カ月連続のマイナスとなった。

景気が低迷する欧州連合（EU）向けも13%落ち込んだ。日本や韓国、東南アジア諸国連合（ASEAN）向

けも1～2割減と振るわなかった。
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新型コロナウイルスの感染拡大に伴う特需がなくなった影響もありそうだ。巣ごもり需要で伸びていたパ

ソコン及び部品の輸出は2割減り、昨秋から2ケタの減少が続く。

コロナ流行期は他の新興国でサプライチェーン（供給網）が混乱し、中国の生産拠点から代替出荷する動

きもあった。コロナ禍の鎮静化に伴い各国の供給網が正常化し、反動で中国の輸出が伸びにくくなってい

る面もある。

天津の貿易会社社長は「足元で輸出品の取り扱いが増えたが、同業他社の倒産による残存者利益を受けて

いるためだ」と語る。電気自動車（EV）を中心に自動車の輸出が5割近く伸びるなど好調な品目もある

が、外需が中国経済を下支えするようになるまでには時間がかかりそうだ。

輸出とは対照的に10月の輸入は3%増えた。市場予想に反して2月以来のプラスに転じた。最大の輸入品目

である原油が8%、鉄鉱石が22%増加した。石油精製品や大豆も伸びており、資源調達の拡大が輸入増加の

一因だ。

加工品や最終製品はばらつきが目立つ。パソコン及び部品は6割、自動車部品は3%それぞれ前年同月を上

回った。一方、原油に次ぐ輸入品目である集積回路は10%減った。化粧品類も25%減となり、4月以降2～3

割の落ち込みが続く。

中国経済は春からの減速が和らぎつつあるが、回復力は鈍い。国家統計局がまとめた10月の製造業購買担

当者景気指数（PMI）は2カ月ぶりに好調・不調の境目である50を割り込んだ。鉄鋼や化学など加工産業を

中心に6割近くの企業が「需要が不足している」と答えた。

第一生命経済研究所の西浜徹主席エコノミストは「半導体や機械の輸入が弱いことを勘案すれば、内需を

取り巻く環境が大きく好転したとは考えにくい」と指摘する。

中国経済をけん引してきた不動産市場の低迷は2年以上に及んでいる。政府は需要刺激策として8月末、購

入時に用意する頭金の比率や住み替え時の住宅ローン金利を引き下げる規制緩和を発表した。ただ効果は

大都市に偏っており、建材需要などを含めた市場全体の本格回復は見通せていない。
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世界の10月食料価格、2年7カ月ぶり低水準

国連食糧農業機関（FAO）が3日発表した10月の世界の食料価格指数が2021年3月以来2年7カ月ぶりとなる

低水準を付けた。小麦など主要な穀物の国際相場が産地間の価格競争の激化を反映して安値となったほ

か、植物油や砂糖などの下落も指数の低下に影響した。

指数は肉類や穀物など世界で頻繁に取引される主要5品目の価格動向を貿易額で加重平均し、2014～16年

の平均価格を100として指数化している。10月の指数は平均120.6と前月比0.7ポイント低下した。指数の

低下は3カ月連続で、前年同月と比べると約11%低くなった。

特に穀物の価格指数は前月比1.3ポイント（1%）下がり、高騰していた前年に比べると27.3ポイント

（18%）も下落した。小麦では2年連続で豊作となったロシアが安値で輸出を拡大。米国産も干ばつの影響

が警戒されていた従来の予想と比べて生産量が維持されたことなどから産地間の輸出競争が加速し、国際

相場が約3年ぶりの安値圏で推移した。食用油の価格指数も、需要減少と産地の季節的な増産を背景とする

パーム油の国際価格下落を反映して前月から0.9ポイント下落した。

9月に急上昇していた砂糖も前月比3.5ポイント（2%）低下した。産地のブラジルの生産ペースが比較的好

調だったことなどが影響した。もっとも、異常気象に伴う産地の不作懸念が根強く残る中、砂糖の原材料

である粗糖の国際価格は10月下旬に約12年ぶりの高値を付けており、依然として前年の相場水準を大きく

上回っている。
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